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岩 石 発 破 法 の 構 成 要 素

曾 11 安 藤 IFlll. 狭

ま - が き

エ乗勝 の鑑掛二は掛 能や.公吏に主蛾 をBLさ促発の威力を尤分にtl林の｣一に

故的;させたけれほならか . それがiSめには胡代の柚黙想故の照挑Ij.ものよl)門少を7V

め壁掛符成軒梨JL,V,,-妹すべき淡料を桝へる必繁があウ') その放射たるやW L群の火小

文は正.不正を正掟 するは尺に外秘 たい は火はまた軟式に上l)典へら九.或は搬理

に依J)輿-らろiこともあらっ

臼矧l■Fの不継1帽 と判り知るべからざる爆架の†王威を巧に制御して廼破門見川rlznlL

となるには鞭 の外に知多の柵 と泣於を必好とするて3'うう

以T迷ぶるqTは従架の舞較法を杜軌ElL印かの辞盟とtW を芯inL;にTi冷薄絹を加へた

7D外新たな刑念に立脚して摂柄の吹壁を拭みたちものにしてJ7校の研兜に挟つべき俊多

弊現の称するを兜ゆる粥M.壬来世令Iaの榊 を紬碑一とする所である

治れ亭主破談の捕成長表として大要次の如きものが錐lナ('れる

(日 現代科挙の最高学理及技術 を或る精度左保たしめ.可及的簡易化 し-7(した理論の上

にeL系附け,緒gF教材として仕事に設立つもの<Tlければ11らぬ

(2) 懲熊作文の多くは柑 作美 なると,その主眼とする噺は綻軌 能率,安卦 こ在るを以

て,従雅の地.̀汀葡付‡式の形熊 より迫托し,その敷地汲甘式はfi.敬78と柿J戊安来に限外を輿-以て

理想的顎相川滋にrxt一立つものでたければならない

(3)火蕪掛 こ放ける棚 のFGjJを†投は物料に描けな く,その賢部帖を淡とるとと同姓にし

て鵬 約に特領収を-TLk等すゥか火は各軸 熊の比較他をLLて収))の大小を示すJJL秋にたみ敬触

法に於ても裁策.牡の計井共の他捜て吋妃11理論 と比tWIJを油nJすることがよとも/&禽たる方法 と

取外せlつれる

(4)これが璃め碩破-diEEのLILt助に於てⅧ易な訳槍硬板の魔手仰lLh'を株JTJすることJこする

(5) 岩石孜破法の-のJE耗日常は兼小隈の治美を使用して東大阪の採石丘を祖Sに在る

これは搬熊が媒矧 こより故EiIするエネルギーを川和る文'I:林としての岩石の威儀 と粒f;の移動

に抱I''.州 んとするものにして水石の飛散jLは教妃畑敬の未然FJJ止 ともJn･敦するものである

(6) それ放散破計益のJJ;礎とたる柴秦圭の計井公式には蛮重量と採石丑の朋係式を粗用す

る 而して3(･の魚ては以上延べし軌 ,1の外に珊 作禁上に蚊 も伯任と巧へ られるのである

(T) 採石.*はi暴発の環 し7'L_Ll.抑先にして,この日琳 ま聴 く櫛ノ)歩的にyyへ,l朗 -L11線))と

砿紫抵抗がや術を火ひ/,_る鍬伽こ栄T;の帆風 ま起るとす勺 このことは恰 も各排t緋 の威力釈

軌 こ放て釦均の頒火答放火は開延r=1勉に放けるrj魁の後赴PJ収を以て比較八鹿とする如 く,敬

敵の甥令は舶小紋杭蚊を35へに入れ軽々の装葉卦 こ封する株石生を以て)I.恢尺艇とするのであ



I-II:-

lf)2 火 弘 也令 'a 郊 一ミ迩 節Jl戟

ろ それ故 と､てfL-耕土 と耳}･仕付 iQ)火小,移動岩石の較正eZl.恥土+･切取られた横取JL (盛

は湖il孔)の鮮tRJこカ偶Zkをお くのである

(8)LdiU (T)の場合には集が潜心に作用するには新爪はJP放兆 (推地紋兆 1の外に椛笥状

況を太虚する神助放県の作Jrlを受 くべきもと でゝは之毎柄作JtJが一倍 として椛軌 こ奥つた凍石

王のみを彩へるのである

(9) -兄 牡の旭菜にtI<'り株JLiせ らるべ き岩石の丑は後述するAJlく過新た附 rFに於てはp'ii,

に 一定であり,71岩石一見する朝/ULは段 の々屯簸土に封する裸Tt*Ii京に了t三比例するものであ

る -これを水式で'-T;ナと
(,=C 1t']

JJは五葉巣を炎はナ柾Jill-は長さの+'メソソコソにして Ill は容班を示す C は比例hl薮

にし娼雷復旋件Tでは C=lとなる.兆方掛 れ -,与裾巌策J:はIt'ト低坑株の=_掛 こ比例する

ものとして勿lr,LL,又残多の箕島に映りその正 し号を角1られて7)ち

日0)比唆せ らるべき二漁敵のjL.史とる

L._a..ll=
IJ LIll'S

との比例式にめて岩石政体兼を阿-とし其の他の俵件も嫡常にとれば rl=C とた りと式ri

Ll._ Ⅳ t■
盲 ~ 1I】

舶 ′りと"I;ヨ叩 -a .T,.,

日,-3l/%'Ll

(=〉 採石孝itRの比が メ三なる7iか こは再̀読を輿-る封鮎 が 定制令たる相似形で たけれ

ばたらた)､

(12)耕 された岩Lj基洞がFF,卜 形稚の和似形を尽すには Tl/及 1r.なるこ敬破孔に於て,

麟 及岩石ri同-節なるri 勿嵐 がイL群 装薬盃の形状及大きさを示す孔筏汲水頻R.妓葉虫

の白山剛 こ即すJDほ乳 E:l山pthlのLOEさ,仏助長は何れ も卿似J州こ適合しtLつ=Fll頂lの形状汲水,

込坂の銀狐 rl由tniに封する9-札IhJ向従って操般方向は 同一TLるを要する (費に那するもの

･ri伺-.形見モノくさは頼軌刑に班ることになる).

(t3)斯 くlL.枚せらるべき 2撃破孔に放て仕出Sの陳件を必野とするをGLて攻に∠JW,惟件を

論足する浅めのき拝公浪 Ⅵの脳鏡式t･水める

()4) 新政のXJt石鮒 に於て は我巣虫の一部を頂 とする断朗m]経絡を生すろ 此の場合股 も

関川は ものとして凶相範宝の成由lがJ杜-Jこ日和両 .lTTに平行なる噛合をとる 而して也雑魚,抜

染の枚メ汎 煉髄田】rL持崩休ある孔縛 √l又ri辞去 上lH̀lrfl可逆のFjL性 117等を姐･IIA-加減 して断頭

tEl距経の砿卓が漸 く起 りたる阻鉦′を埠-る 然る睦はi射附 Iの企繋 P と砥堀斬耐 _Z中位卓主

項折面に講哉せ らる l内藤 JJの十均帆を p とすれば二大の開繍式が得 られる

7㌧TZ.l

a)して媒矧Fiト なれば蕪虫の形肌 ノ､ききに拘 らずこれがJR辞され大域合の煙管E新の腰inl

に及lぎナ戯ノ)は一皮にして煉較方rr''】の全部は鮎 の投射耐こBijJを菜 じ九 ものに等 しく,他方

石材その他施 せ材料が引潮久は腰鮒力を受 くる畔はJ)の方1T-I)と J5'+αなかjJ向It的大敵J1-I)



LA 赴 1-.L石 頚 破 綻 O,構 IR罪 深 】99

が振戦されrLつ牡杵にLLtか a なる角#･も ー見放放火小二以上の敬破孔にイJては保件を油倫に

と川ゴ粕似形地の釜桐が柑られる こ以上の懲破Jいこ付煉叫師11t働く金出

∴ ‖ ' -い∴ 一 一一･' ' ∴

∴ ∴ r･∴ ･i..･蓋 .J･,. ∴ ∴ ∴ ,

現金Ln.)

(]5) p-- IJ･_lたる-収公JC上りと式は女7)如 くやF換-られる

.J=STVIIl

iZI Ig

～ 1 tf珂牡Pl堆世

此の公式は硬qE故の挺軽をなす舵も皿要たちのにして世上吐博せらる -ゝウザー公JCも亦並

製朱は珠芯丑に比例すると耕する考へ-jJも此の公式訪中の盗礎課金及比の公式に立脚した敬破

折iBに非ざればIR宜し叩たいのである 訳みに北の公式を妊際の敬戟松男r=姐mすれば女の如

きJ招附 の雌 に役立つの{･ある

(1)jCを功を換-

TI,=旦 i
S Ji'l

JLt,卜敗放映 tl′は雌耶佃l▲LAその).1.15蓮にr相辞する故㈲ユ の場合孔搾llを鍵証せざる駅 J)

兼虫に91甘された煤塵の瓦斯噂は一･鬼たる故 Arl何に銭箱攻を延ばし虫熊丑を村人-rるとも粂

Ih圭JJは大とならす搾って火たる横坑 11'に打妨つことが‖郷たい とれ裁錦.旨'Lと耗77_u:は比

例した(なることと'示して73る 絞って穿孔染破rこ放ては必ず孔笹隻美文及穿71,角度等を考慮

rこ入れなければならなし､

LJ また如何に様態耐 ｣ を将大するFr的にて必典長を杜仲しても IVに迎比択け る川速 S

が相大 したの{･は大池る 11'に打防つことはlLJl舛なvl 盤弊ll<にも

-滋 孔任に耽ては炎々に取か ;あり,それを寧えては早に分有を細

砕するか久は破船q)飛散を書目く結氷とTLろ

e 妹出所 J を火とするには筒2に示す如 くu平重宝が･f7利と

なり,jL揮火なる･t:1失敬破孔の代り吸乳の小孔g_のものをmuZ)九ば

そのi重唱卸に対して著 しく臓 の節t')とたる

LL IpJ .IL樺の戦前孔にでも自由面にヤ行な,-J時はftもTlllJにし

て之れと糊料する懲銘孔はPILLEの大なる桂不利とた ることが知られ

ら

p Lt:駿そらるぺ卓二敬銭孔の一枚公式として

.L=S Ill ^rl

.4.-SlIll.A:-∫

J'り功この比例ALが紺られる

1 S ll-K,



llh 火 先 堤 や 牡 解 Sを 第 3*

此のLCT::てIB-L A'.==̂'1'なる抹件が浦Liされる7TAL=f聞耳た鵬 哉鏡に依 り容如 こ敬破Jt'

3は世Iつのである ih-して Lrl=^,'ZTAる耳めには第 10耳Ⅰにま生べLbTlくEに田するものは棉

岡 ,形姐 大きさに即するものは凡て相鉄ArJlこ適合する如 く正定する外二顎銭孔の丑小牧坑

典たる lr汲 1r,を近在 してれる脇 差は,J,たくTT'=ll-Zたる雑駁に越し完金に '̂E= '̂{と

なるのである (塘坑は可JG近似に探れ

/ 那 ユOnJu TのBZA:からIuI,=O lr7たる公式即ち滋焦土は珠石土に比例LAは盤兼JL

は奴小坂抗嬢の三乗に比例する漁場の公式が容易に誘導されるのであち

g J'=SITIK,JL==STV '̂1及 L=C･ll'事は何Lt,も製菓土と採石牧丘hL小紙抗蛾とi:典

}るBJl晩式にして,t8Ji面の牙去就衣桁至IBq妊杜の形競如何.=拘はらず相似則に適合する或る伎

件Trこ放ては一般に成立ナももの<ある

久nlnの兼に上州Ll一出簸かこ什疎石iは著 しく和速するが比の将合にも退用される

11 と八年;書公式よりIif...19くの要用た芥Jtを訪韓し杓る外,その正しさことは九州ftlllO

合止茄 u雀茄 】2靴其の他に苛t<した,石･7!及セメントブTZ,クをJlJひ,括弧Lt良好を刈JfJ

したクレーター試怠及rq一片flを牡釦は典と任用 したは砿甘塩に於ても可 f～のht和を持た外耳

Jtは㌻TT嬢eiに於てもその正しさととt詑明しmたのである

日6Jlu_の:推論と扮合する上t!碗:t並の山砂 こ行ふ搬 戦地の多々Julとして典-らる､

讃示方iL:としては各托沓石のiiLl別に穿孔覆,監妻長.穿孔角度別の丑小牧坑強ま奨へもこと

が丑も合理的<ある 但し埠集のGl無蓋併記する

(1T)Ei似仙 こRLる甘地il.の特Jlri不奴All極りたきEl繁栄に21L鵬 の捉fH丘の軌 u円fF

友 のを WlTに即して拝呈だ現魚を把fSZして計壬基礎とするZkに経書也か )jL貌紫外に於てJk
仏の不明なるEAII一及裸giたる布dlJこ付て(まri緒 の旋件を近媒せしめて戊は井草的に刑J_･し阿

る 久;打紐の汁井式もサ孔々経を即 如こ取れば純BLに良愚Llくlられる

(18 jt唆せらちべき二!紳Tt.ELの糊似別の靖用に糾し媒軌 二1り生する18蕪 エネル■-の軌

脚 長に放ける杷分を攻の如くカへる 即ち熊毛門に9rSされた仕舞は跡時にして丘析化し,芯

漣と,剛 は 折を恕生して.先づ苛宝の膨滋及壁面の吸熱に上りェネル4･'一紺 1柁し,女'lL'itfT

粥境を1拙 上川 .出すZiめにjl-Jfは.i:都をたし,･同時に瓦斯の姐払 たき妙,而曲汲11帽 やl瑚

周のjI'.Lti久は谷鼠鳥目⊂工か レギーが鮮はりて浪兜せられる その瑚合(1-叩汲沢放せらる｣エネ

ルギーの配分ri,こ敬熊孔に付火々同一糾合と考へる この駁史のーr.霧的tl仏としては鼓帝王

は探Tは 托比例すると玉ふ以外に破局袈石のht散距兼と制限して1楳 L.の耶 勺に刑}･計正郎も

屯Ji･の封土とそれの事文した皿tbのエネルギー及兼赦距徒の捗n鼠 また戦01のJID'Tを戌も根腔軽

くLて娯勤紬 倣L,久Nj動淀やrr字も希に或る若齢 こ制限するに範含よい 殊に丘薪,淡熊

手を淡坑内にては杢エネルギーを砿境と移動の有,放たfL満 に加向け,縛J)免除な皆封土1･JLJF

-の放出を阻止する上にも要用である

(19) 以上の必要より女の如きik諦定の恐良計丑に要用た取外薮蚊を如 ･る井Jtがik邸さLL

q 孔往 d と丑小旗UTL扱 Il'

LITTT
dl lTTl

z7 1irI孔の lL'上付Ⅳ Lの Irlの脚休よ
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jL -1豊 I′tuL いル-】-,a)1Vl

C 盤兼長 … わ限外は .L=S tVI(.と I,=CTVl術式 上 り 7"=BIL～ユ2･l

l̀ 心枚孔救 Gll土

G=些~蛭 吋 xJ,‖旦 L mと12Ll)
13

丘かこP は心披孔 とJti行孔の姑′I､奴fJLL蚊の比,LJは戯ノ1､旗坑娘 と傾斜孔のIL峻
L･ 舶雌 にて孔尻の凍 りL鎖合に之れを蛾坤没雑となすか,又壮装簸丑を共の位とし式と小

抵抗如 鳩 さを北むる･jT毅式 として ヱ -1W 1-0ll11

L 1

JJl(1′"L+1-041)3

鮎に lI'l及 L は恕il隼装典 11'及 L】は弱放棄の耽′ト預伏線 と滋教具を示す
/ 平行孔を二以上近接 して設け Il を増大する公式

_＼J)1
q=_,伽 十叫 十rV-1)Kl

態に ,T l士孔]m S は周適,m は故熊Lt,'lは孔育毛,K は戦位はLrl巧のCF軌 qは組合せ竣成

と単一敬畝の庇,ト抵抗L線のJt

g 共の他. (DEliFllL''FEJ19月 ゴOFl崩)




